
４０８５７橋補修一般図

平面図 側面図

　　　損傷　寸法(mm)

損傷項目

鉄筋露出

表　　示

プライマ－塗布　

断面修復　

防錆材塗布　

(ポリマ－セメントモルタル)

(無機系防錆剤)

※　鉄筋が破断している場合は、現場と同等の鉄筋で添え筋を行うこと。

浮き箇所撤去

既設鉄筋

露出鉄筋錆ケレン

既設鉄筋

既設鉄筋

作業開始

調　査

浮き箇所撤去

鉄筋ケレン

作業終了

断面修復

プライマ－塗布

防錆材塗布

断面修復工

※　うき箇所も補修範囲に含む。

A1 A2

断面図

起点 終点 起点 終点

　鉄筋露出(2600*600)

　鉄筋露出(1500*500)

　鉄筋露出(2600*900)

A2橋台
下部工02

A1橋台
下部工01

床版01

S=1:100 S=1:100

位　置

図面名称

縮尺

年月日

補修一般図

S=1:100

令和8年度

工　区

工事名

1 号

2

岡山市南区役所 地域整備課

岡山市南区福島二丁目地内

市道福島32号線（40857橋）橋梁補修工事

全

　うき(400*2800)

　うき(400*2200)

① 0.400  ×  2.800 1 1.120

番号 横(m)  ×  縦(m) 箇所 面積(m2)

断面修復工数量表(鉄筋露出、うき)

修復深さ t=50mm

⑤ 0.400  ×  2.200 1 0.880

合計 5 6.650

② 2.600  ×  0.600 1 1.560

③ 1.500  ×  0.500 1 0.750

④ 2.600  ×  0.900 1 2.340
※  各寸法については、工事に先立ち再計測を必ず実施し決定すること。

※　鉄筋が腐食している場合は、鉄筋の錆落とし・清掃及び防錆剤の塗布を
※　鉄筋周辺の不安定なコンクリート及びうき箇所は除去すること。

行い、断面を修復すること。

番号　補修対策工　寸法(mm)
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②断面修復工(2600*600*50)

③断面修復工(1500*500*50)

④断面修復工(2600*900*50)

3200

4
9
0
0

1
1
2
0
0

2600

1
0
6
0
0

5
5
0
0

1
1
0
0

①断面修復工(400*2800*50)

⑤断面修復工(400*2200*50)



４０８５７橋 仮設参考図

平面図 S=1:60

S=1:60側面図

※概略図面であるため、施工時水位により変更の可能性がある。

工種 種別 細別 単位 数量 摘要

仮設工

土のう工

排水ポンプ

締切排水工

箇所 1

規格

A2 A1

終点

A2A1

普通土のう工 袋 56

2500
2160

起点

2160
2500

流
下
方
向
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仮締切内排水ポンプφ50　1箇所

位　置

図面名称

縮尺

年月日

仮設参考図

S=1:60

令和8年度

工　区

工事名

2 号

2

岡山市南区役所 地域整備課

岡山市南区福島二丁目地内

市道福島32号線（40857橋）橋梁補修工事

全

小口並べ 1.40ｍ2×2箇所
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普通土のう工(1.4m2)　28袋

普通土のう工(1.4m2)　28袋

普通土のう工(1.4m2)28袋(2列） 普通土のう工(1.4m2)28袋(2列）


